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近年、π共役ポリマーの螺旋分子配向(ねじれ双極型配向)を内在する発光性有機微小球が開発さ

れた[1]。本研究では、ねじれ双極型配向微小球を用いて球面波から光渦へのモード変換に成功し

たので報告する。 

実験光学系を Fig.1に示す。光源として波長 532 nm可視レーザーを用いた。1/2波長板と偏光ビ

ームスプリッタからなる光減衰器によってレーザーパワーを調整し、1/4波長板によって円偏光に

変換した。さらに、レーザーを対物レンズ(x10倍, NA0.25)で直径~5 µmのねじれ双極型配向微小

球に集光した。レーザーは通常のガウスビームの波面と強度分布を持つ。微小球での前方散乱光

と微小球内部で発生する光の干渉光を結像光学系を介して CCDカメラで観察した。 

右回りねじれ双極型配向を持つ微小球から発生した干渉光パターンは Fig.2に示す。右円偏光を

照射した場合のみ、微小球を起点とする螺旋状の干渉光が確認された。左周りねじれ双極型配向

微小球では、左円偏光を照射した場合のみ、螺旋状の干渉光が確認されることから、ねじれ双極

型配向の向きと円偏光の向きが一致した場合のみ、微小球を起点とする螺旋状の干渉光が確認さ

れることがわかる。この干渉光は、微小球に入射したガウスビームが 1 次光渦に変換されたこと

を意味する。微小球内部の螺旋構造によって光波面が変調を受けて軌道角運動量に変換されたと

考えられる[2]。このような微小球における光のモード変換はトポロジカルフォトニクスをはじめ

とする光学新領域を開拓するものとして期待できる。詳細は発表当日に報告する。 
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Fig.1 実験光学系 Fig.2 各偏光による粒子透過像 
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